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大学院 （博士課程前期課程，後期課程）

人文学研究科

国際文化学研究科

人間発達環境学研究科

法学研究科

経済学研究科

経営学研究科

理学研究科

医学研究科

保健学研究科

工学研究科

システム情報学研究科

農学研究科

海事科学研究科

国際協力研究科

科学技術イノベーション研究科

学部

文学部

国際人間科学部

法 学 部

経済学部

経営学部

理 学 部

医 学 部

工 学 部

農 学 部

海事科学部

システム情報学部

学生数： １６，２１４人

学部学生：11,543人

大学院学生：4,671人

教職員数： ４，２０６人

２０２5年５月１日現在

学生数（農）： １,０５１人

B：709人，M:268人，D:74人

教職員数（農）： 約 １１０人

２０２６年５月１日現在

神戸大学 １１学部，１５大学院



生命機能科学専攻
生命機能科学科

農学の新境地を化学的，
生物学的に開拓する

資源生命科学専攻
資源生命科学科

食料生産や自然環境を支える
動植物を深く学ぶ

食料共生システム学専攻
食料環境システム学科
工学的，社会学的アプローチで

食料環境システムを学ぶ

先端研究の臨場感のなかでの専門教育 ～農学部・農学研究科～

 海外英語演習（UPLB, UNL）
 外国人向けグローバルマスター/ドクターコース
 招聘外国人による英語プレゼンテーション講義
 さくらサイエンスを通じての留学生との交流

グローバル化の推進
 兵庫県農林水産技術総合センターとの連携
 FAMICとの連携講義
 技術者継続教育JABEE，樹木医の輩出
 国家公務員総合職(農学Ⅱ) 合格者数全国1〜3位

戦略的連携と卓越した教育研究成果

応用
植物学

大学院
3専攻 6講座

学部
3学科 6コース

応用
動物学

応用
生命化学

食料環境
経済学

生産環境
工学

応用機能
生物学

近畿初の拠点化農場
全国８拠点の１つ

日本初の設立
国研，FAMICとの連携

食農コープ教育
実践農学

篠山フィールドセンター

Sustainable Agriculture and Human Health −From Farm to Table ー

海 外 連 携 大 学
University of the Philippines, Los Banos(UPLB)

University of Nebraska, Lincoln (UNL)

食の安全・安心
科学センター

食資源教育
研究センター

地域連携
センター



附属食資源教育研究センター
Food Resources Education and Research Center 
(experimental farm) in Kasai City

Food Resources Education 
and Research Center 
70 km west of Rokko-dai Campus

Graduate School of Agricultural Science
in Rokko-dai Campus



• 農場と食卓をつなぐ フィールド教育拠点に再認定

(2014年～2028年）

• 1２大学延べ５１２人の学生に実習

• 売上過去5年間最高額（66,754千円）

• 地域連携センターと共同して、社団法人フードコミュ
ニテイ（神戸大学マルシェ）を設立

食資源研究教育センター





研 究 （例１）

Nature Plants
(Vol. 10: 971–983, 2024. IF: 13.6)

① コムギいもち病抵抗性遺伝子による
うどんこ病の認識

世界で初めてコムギいもち病に対する抵抗
性遺伝子Rmg8の単離に成功した。Rmg8の
導入により、国内の主力コムギ品種の抵抗
性を強化した。SATREPS国際共同研究によ
り世界のコムギ品種の抵抗性強化を試みて
いる。

②高塩濃度・高アルカリ環境に棲息
する紅色硫黄細菌の光合成機構を
解明

紅色硫黄細菌が行う光合成において重要
な役割を担う特殊なタンパク質複合体の構
造が、エネルギー変換能力を向上させるこ
とが示唆された。

Nature Communications
(Vol. 187: 5919−5934, 2024. IF: 45.5)



研 究 （例２）

④マウス初期胚の型破りなDNA複
製様式

哺乳類初期胚におけるDNA複製様式
の成立過程に関し、従来より課題となっ
ていたゲノム不安定性の起源を明らか
にした。この知見は、胚が発生の初期
に固有のリスク管理機構を必要とするこ
とを示唆する。

Nature
（Vol. 633: 686–694, 2024. IF: 50.5）

③高効率CO２固定を可能にする珪藻
類のタンパク質

Pyrenoid Shell (PyShell)と呼ばれる格子状
のタンパク質を発見し、これが珪藻ピレノイ
ドをシート状に覆う構造を形成することで、
珪藻の高い光合成効率を実現しているこ
とを明らかにした。

Cell
(Vol. 187: 5919−5934, 2024. IF: 45.5)



世界展開力強化事業
R5.10-R10.3  (約1.3億)



１６のプログラム

④ UPLBでの英語研修
(3週間/学部1, 2年/2単位）

⑪ UNLでの実地英語研修
(2週間/学部２，3, 4年/2単位）

⑩ UNLによる講義（遠隔/学部3年/2単位）

⑮ UPLBプレゼンテーション演習
（修士1、２年/2単位）

⑯ UNLとの中長期交換留学プログラム
（MD）⑭ 食の共修プログラム（MD一貫）

⑬ グローバルコース（マスター・ドクター）

⑥ シアトルでのインターンシップ
（2週間/学部1-3年/修了証）

③ 日本学サマースクール基礎編
(10日間/修了証)

⑤ JV-Campus (オンデマンド講義）

⑨産官学におけるインターンシッ
ププログラム（1カ月/修了証）

① 初級及び中級日本語講座
（ハイブリッド/1 or 2単位）

② 留学へのいざない
（ハイブリッド/学部1年/１or ２単位）

⑦食と健康
（ハイブリッド/学部1,2年生/２単位）

⑧ 食の安心・安全に関するコース(8コマ/学部2,3年/1単位)

⑫ GTによるサマースクール(週６時間・5週間/学部・修士・２単位)



農学部・農学研究科における英語教育

12

① UPLBでの語学研修 (3週間/学部1, ２年）

④ UNLでの農学英語研修 (約２週間/学部2, 3, 4年）

③ UNL教授による講義（遠隔/学部3年、修士）

⑥ UPLBによる Comprehensive Course on Research
Proposal Writing and Oral Presentationensive Course on
Research Proposal Writing and Oral Presentation
（修士1,2年）
⑦ 中長期研究留学（UCSD, UNL）

⑤ GT教授による集中講義 (１週間/学部3,４, 修士)

② 基礎専門英語（1セメスター/学部1, 2年）



ネブラスカ（UNL)大学



UNL農学英語コース
2025     09/12-9/28



Agricultural Science & engineering 
Summer school

2025    06/2-06/27

第１週 日本語＆日本文化
第２週 GT＆UNL教授による講義（共修）
第３，４週 ラボ体験・工場見学・発表



ぜひ、神戸大学の卒業生を
宜しくお願いします
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